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コラム 

BC 州 NDP 予備選体験記 

岡田健太郎 

 

2011 年 10 月、友人のスティーブン・フィリ

ップスさん（ランガラ・カレッジ）の誘いで、

BC 州バンクーバーはフレイザー・ビュー選挙

区の NDP 州議会議員候補予備選に参加する機

会を得た。この選挙区は、特にインド系、中国

系といったエスニック・マイノリティが多く居

住することでも知られており、予備選はエスニ

ック票をいかに効率よく争奪するかが勝敗の

分かれ目になるとされていた。実際に予備選に

参加してみて、あらたなエスニック・ディバイ

ドとも呼ぶべき、カナダ社会の構造変化を目の

当 た り に す る 思 い だ っ た 。 

  2 人の予備選候補者は、いずれも中国系の

ガブリエル・ユー（NPO 代表・市民運動家）、

ジョージ・チャウ（前バンクーバー市議会議員）

で、ユーさんは前回州議会選挙に引き続いての

立候補である。チャウさんは、市議会議員から

の転身で、ディックス党首によって一本釣りさ

れた「勝てる候補」との触れ込みでの突然の参

戦だった。無風と思われていた予備選が、突如

突風が吹く状況となったのである。この選挙区

で長年地道な活動を続けてきたユーさん陣営

にとってはまさに寝耳に水、急きょ体制を立て

直しつつ予備選を戦うこととなった。 

 BC 州 NDP の党員資格は、国籍や州民であ

ることとは関係なく、単純に毎月の党費を支払

っていればよい。そのため、かつての自民党の

ような、候補者による党員集めが積極的に行わ

れており、実質的な予備選投票要員、幽霊党員

も多いと思われる。投票は、投票所に実際に足

を運んでなされることとなっており、郵送やイ

ンターネット投票は認められていないが、これ

は幽霊党員による投票を避けるためとされる。

予備選大会そのものは、候補者演説、友人応援

演説などへて最後に投票へ、というプロセスを

たどり、投票するひとは、ほぼ１日を会場で過

ごす必要があるが、単純に投票要員として動員

されていたと思われる人々の熱気の薄さが印

象的だった。 

 今回の予備選の鍵は、実はインド系、パンジ

ャーブ系の人々の動向だった。この選挙区の

BC 州自由党現職がインド系ということもあり、

NDP にとってはインド系からの支持拡大が、

次期州議会選挙の勝敗を決すると思われてい

た。落下傘候補チャウさんは、選挙区での支持

拡大にあたってインド系社会のとりまとめ役

と連携を図り、大量のインド系エスニック票を

獲得することで、予備選を乗り切る構えだった。

つまりチャウさん陣営は、昔のアメリカ民主党

でのアイルランド系動員と同様の構図（「タマ

ニー・ホール」などで知られる「マシーン」政

治）を踏襲したということになる。実際予備選

会場は、頭を布で覆ったインド系の人々で溢れ

ていたものの、彼らには選挙の熱気は感じられ

ず、3 時ごろに始まった投票を終えると結果を

待つまでもなく帰って行く人々がほとんどだ

った。いきなりガラガラになった予備選会場で、

投票結果を聞くのは妙な気分だった。 

他方ユーさん陣営支持者のほうは、エスニッ

ク的にバラエティに富んでいる印象だった。ユ

ーさんの長年にわたる地道な活動の成果もあ

って、みなさんお互いに知り合いのようで、ユ

ーさんを囲んで幾重にも語らいの輪ができて

いた。エスニシティと政治という微妙な問題へ

のかかわり方が、2 人の候補者のあいだで大き

く異なる様相は非常に興味深かった。 

 選挙の結果は、投票総数 234 票のうち、ユー

さんが 130 票を獲得して NDP 候補者に内定し

た。結果を聞いたチャウさんの落胆ぶりが印象

的だった。わたしにとっても、予備選会場での

インド系のチャウさん支持派の圧倒的存在感
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から、チャウさんやや有利を予想していたため、

この結果にはびっくりした。マシーンによって

動員された人々のなかには、投票の仕方が分か

らず、適当に◎をつけただけの人もいたのかも

しれない。 

 マシーンを用いたチャウさんの戦略は失敗

したものの、このささやかな予備選を通して感

じたのは、エスニシティを動員する、古くもあ

たらしい政治の有り様だった。バンクーバー郊

外地域など、アジア系移民がエスニシティごと

に集中して居住する地域では、これまでに想定

もされなかった、あらたな「カナダ」の政治が

展開されつつある。中国系 2 人の候補者、予備

選に集った様々なエスニック集団などを見る

につけ、もはやマイノリティとも言えなくなり

つつあるアジア系移民層とカナダ政治との関

係は今後どのようなものになってゆくのか。そ

の晩は、そんなことを語らいつつスティーブン

さんと杯を重ねた。 

（前バンクーバー総領事館専門調査員） 

************************************** 

御紹介・御案内 

・ ●ケーブルテレビ番組『知の回廊』 

 日本カナダ学会では、中央大学と共同して、

ケーブルテレビジョン番組「多文化主義の国 

カナダを学び カナダに学ぶ」を監修・製作致

しました。これは、中央大学が制作している教

養番組シリーズ『知の回廊』の第82回として製

作されたもので、八王子ケーブテレビジョンで

放映されているほか、YouTubeやiTunesUでも

配信されています。 

 カナダ学会会員のほか、ジョナサン・Ｔ・フ

リード駐日カナダ大使も出演しておられます。

授業のイントロダクションなどにも活用でき

るかもしれません。是非ご覧ください。 

・ http://www.youtube.com/watch?v=A6R61

P19jEc 

・  

・ ●外務省主催・日加安保公開シンポジウ

ム 

・ 「日加関係の現状と課題」及び「国際平和

に 

おける日加の役割」を議題とした外務省主催の

公開シンポジウムが、４月20日午前10時から12

時半にかけて、東京ミッドタウン・カンファレ

ンスRoom５&６にて開催されます。（参加予

定者は敬称略、順不同で以下の通り〔括弧内は

所属〕： 秋葉剛男〔外務省北米局参事官〕、

Donald Sinclair 〔 Director General, 

International Security Bureau, DFAIT〕、Bob 

Derouin〔在京カナダ大公使〕又はDeborah 

Paul〔参事官〕、西原正〔平和安全保障研究所

理事長〕、Brian Job〔University of British 

Columbia〕、納富中〔陸上自衛隊中央即応部

隊副司令官〕、David Welch〔University of 

Waterloo〕）。 

 東京近辺の会員には具体的な案内が届くか

と思いますし、学会ホームページなどでも紹介

させていただきます。 

 

●研究奨励賞 

 日本カナダ学会は、カナダに関する研究を奨

励し、若手研究者の育成に寄与することを目的

として、優秀な論文に対して研究奨励賞を授与

します。奮ってご応募ください。論文の要件等

は以下のとおりです。 

(1) 論文の要件：  カナダに関する研究論文で、

応募締切日より起算して過去１年以内に学術

誌等に発表されたもの、もしくは未発表のもの。

テーマや領域は問わない。用語は日本語・英

語・仏語のいずれか。 

  (2) 論文の分量：  邦文は横書きで400字80枚

相当を上限とする(図表、注を含む)。Ａ４判ワ

ープロ仕上げが望ましい。欧文は15,000語以内

(図表、注を含む)＝Ａ４判ダブルスペース。い

ずれの場合も、１論文につき、コピー２部(正副


